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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公表番号】特表2020-517468(P2020-517468A)
【公表日】令和2年6月18日(2020.6.18)
【年通号数】公開・登録公報2020-024
【出願番号】特願2019-548013(P2019-548013)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｃ   5/20     (2006.01)
   Ｂ２３Ｃ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｃ    5/20     　　　　
   Ｂ２３Ｃ    5/10     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月1日(2021.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両面の、インデックス可能な、非ポジティブランピングインサート（１４）であって、
前記ランピングインサート（１４）は、３次元ユークリッド空間の第１、第２および第３
の軸（Ｘ、Ｙ、Ｚ）の各々の周りに１８０度の回転シンメトリーと、前記第２の軸および
第３の軸（Ｙ、Ｚ）により定義される第１の正中面（ＸＰ）と、前記第１の軸および第３
の軸（Ｘ、Ｚ）により定義される第２の正中面（ＹＰ）と、前記第１の軸および第２の軸
（Ｘ、Ｙ）により定義される第３の正中面（ＺＰ）と、を有し、
　前記ランピングインサート（１４）は、前記第１の正中面（ＸＰ）の対向側に位置する
２つの第１の面（２４）と、前記第１の面（２４）間に延伸し、周辺エッジ（２８）で各
前記第１の面（２４）と交差するインサート周面（２６）と、を備え、
　各前記第１の面（２４）は、２つの高くした角部（１８ａ）と、２つの低くした角部（
３８ａ）と、を備え、前記高くした角部（１８ａ）は、前記低くした角部（３８ａ）より
も前記第１の正中面（ＸＰ）からさらに遠くにあり、
　前記インサート周面（２６）は、２つの第２の面（３０）と、その間に延伸する２つの
第３の面（３２）と、を備え、
　各前記第１の面（２４）は、２つの正確に対向するカッティング部（３６）を備え、
　各前記カッティング部（３６）は、
　前記第１および第２のサーフェス（２４、３０）の交線に形成されたメジャーカッティ
ングエッジ（１６）と、
　前記高くした角部（１８ａ）の１つにあるコーナーカッティングエッジ（１８）と、
　前記コーナーカッティングエッジ（１８）を介して前記メジャーカッティングエッジ（
１６）に接続されたワイパーエッジ（２０）と、を備え、
　各前記カッティング部（３６）は、前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記ワ
イパーエッジ（２０）から横方向に延伸するランピングエッジ（２２）をさらに備え、
　各前記第３の面（３２）は、２つの非ポジティブランピングレリーフ面（４６）のみを
備え、各前記ランピングレリーフ面（４６）は、それぞれのランピングエッジ（２２）か
ら、前記第１の正中面（ＸＰ）方向であって、前記第１の正中面を超えない方向に、延伸
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する、両面の、インデックス可能な、非ポジティブランピングインサート。
【請求項２】
　各前記第１の面（２４）において、第１のカッティング部（３６）の各ランピングエッ
ジ（２２）は、マイナーコーナーエッジ（３８）を介して第２のカッティング部（３６）
のメジャーカッティングエッジ（１６）に接続される、請求項１に記載のランピングイン
サート（１４）。
【請求項３】
　前記第３の軸（Ｚ）に平行な視点において、各周辺エッジ（２８）において、各前記マ
イナーコーナーエッジ（３８）は、前記コーナーカッティングエッジ（１８）のいずれよ
りも、前記第１の正中面（ＸＰ）に近接して位置される、請求項２に記載のランピングイ
ンサート（１４）。
【請求項４】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、各前記第１の面（２４）において、マイナ
ーコーナーエッジ（３８）は、前記コーナーカッティングエッジ（１８）よりも前記第３
の正中面（ＺＰ）に近接している、請求項１または２に記載のランピングインサート（１
４）。
【請求項５】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記ランピングエッジ（２２）は、前記第
１の正中面（ＸＰ）と前記第３の面（３２）との間の交差線から少なくとも部分的に離間
している、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項６】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記第１の正中面（ＸＰ）の手前に位置す
る前記第３の面（３２）のすべてのポイントは、可視であるか、または前記手前に位置す
る前記周辺エッジ（２８）に一致する、請求項１乃至５のいずれか一項に記載のランピン
グインサート（１４）。
【請求項７】
　クランプ穴（３４）が、前記第１の面（２４）か、または前記対向する第２の面（３０
）の間に延伸し、かつ前記第１の面（２４）または前記第２の面（３０）に向けて開口し
ている、請求項１乃至６のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項８】
　各前記第２の面（３０）が、前記第２の正中面（ＹＰ）に平行な、平面の第２のアバッ
トメント面（５０）を備える、請求項１乃至７のいずれか一項に記載のランピングインサ
ート（１４）。
【請求項９】
　各前記ランピングレリーフ面（４６）が、前記第３の正中面（ＺＰ）に垂直であるか、
または前記第３の正中面（ＺＰ）に対して鋭角的な内部ランピングレリーフ角（β）を形
成する、請求項１乃至８のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１０】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記ワイパーエッジ（２０）を始点として
、前記ランピングエッジ（２２）に沿って進むと、各連続するポイントは、その前のポイ
ントよりも前記第３の正中面（ＺＰ）により近接して位置する、請求項１乃至９のいずれ
か一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１１】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記ランピングエッジ（２２）は、前記第
３の正中面（ＺＰ）に対して鋭角的なランピング角（α）を形成し、前記第３の面は（３
２）は、２つの非ポジティブワイパーレリーフ面（４２）を備え、各前記ワイパーレリー
フ面（４２）は、それぞれのワイパーエッジ（２０）から前記第１の正中面（ＸＰ）に向
かって延伸する、請求項１乃至１０のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４
）。
【請求項１２】
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　同じ前記第３の面（３２）に属する前記ワイパーレリーフ面（４２）および前記ランピ
ングレリーフ面（４６）は同一平面上にはない、請求項１１に記載のランピングインサー
ト（１４）。
【請求項１３】
　前記第１の軸（Ｘ）に平行な視点において、前記鋭角的なランピング角（α）は２０度
より小さい、請求項１１または１２に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１４】
　各前記ワイパーレリーフ面（４２）は前記第１の正中面（ＸＰ）に垂直である、請求項
１１乃至１３のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１５】
　前記ワイパーレリーフ面（４２）同士の間に延伸する第３のアバットメント面（５２）
をさらに備える、請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載のランピングインサート（１
４）。
【請求項１６】
　前記第２の正中面（ＹＰ）に平行な前記第３の面のいずれかの任意の断面において、前
記第１の正中面（ＸＰ）から前記第３の面（３２）の一つに沿って進むと、各連続ポイン
トは、その前のポイントに対して、前記第３の正中面（ＺＰ）から同じ距離か、またはよ
り近接して位置する、請求項１乃至１５のいずれか一項に記載のランピングインサート（
１４）。
【請求項１７】
　前記第３の正中面（ＺＰ）に平行な前記第２の面（３０）のいずれか１つの任意の断面
において、前記第１の正中面（ＸＰ）から１つの前記第２の面（３０）に沿って進むと、
各連続するポイントは、その前のポイントに対して、前記第２の正中面（ＹＰ）から同じ
距離か、または前記第２の正中面（ＹＰ）に近接して位置する、請求項１乃至１６のいず
れか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１８】
　前記ランピングインサート（１４）は、前記第１、第２および第３の軸（Ｘ、Ｙ、Ｚ）
の３つすべてに対して、少なくとも１８０度のカッティングエッジ回転シンメトリーを有
する、請求項１乃至１７のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項１９】
　前記ワイパーエッジ（２０）から、前記ランピングエッジ（２２）に沿って進むと、前
記ランピングエッジ（２２）は、前記第１の正中面（ＸＰ）近くで増大する、請求項１乃
至１８のいずれか一項に記載ランピングインサート（１４）。
【請求項２０】
　前記ランピングレリーフ面（４６）は、研磨されていない面を構成する、請求項１乃至
１９のいずれか一項に記載のランピングインサート（１４）。
【請求項２１】
　対向するマシニング端部およびカップリング端部（５６、５８）を有するランピングツ
ール（１０）において、前記マシニング端部（５６）は、請求項１乃至２０のいずれか一
項に記載されたランピングインサート（１４）を保持する少なくとも１つのポケット（１
２）を備える、ランピングツール（１０）。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのポケットは、
　第２のポケットアバットメント面（６２、６４）に開口したねじ穴（６６）を有する第
２のポケットアバットメント面（６２、６４）と、
　前記第１のポケットアバットメント（６０）面から横方向に延伸する第１及び第３ポケ
ットアバットメント面（６２、６４）と、
　前記ポケット（１２）内の前記ランピングインサート（１４）をクランプするように構
成されたクランプネジ（６８）と、を備える、請求項２１に記載のランピングツール（１
０）。
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【請求項２３】
　前記カッティングインサートにおいて、
　各第１の面（２４）は、前記第１の正中面（ＸＰ）を横切る、平面の第１のアバットメ
ントサブサーフェス（４９）を備え、
　各第２の面（３０）は、前記第２の正中面（ＹＰ）に平行な、平面の第２のアバットメ
ント面（５０）を備え、
　各第３の面（３２）は、前記第３の正中面（ＺＰ）に平行な平面の第３のアバットメン
ト面（５２）を備え、
　クランプ穴（３４）が、対向する第１の面（２４）、または対向する第２の面（３０）
の間に延伸し、かつ前記第１の面（２４）または前記第２の面（３０）に開口し、
　前記インサートの第１のアバットメント面（４８）は、前記第１のポケットアバットメ
ント面（６２）に隣接し、前記インサートの第２のアバットメント面（５０）は、前記第
２のポケットアバットメント面６０に隣接し、前記インサートの第３のアバットメント面
（５２）は、前記第３のポケットアバットメント面（６４）に隣接し、
　前記クランプネジ（６８）は、前記ネジ穴（６６）にねじ込まれ、前記クランプ内径（
３４）に位置する、請求項２２に記載のランピングツール（１０）。
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